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担
任
が
い
な
い
ク
ラ
ス
の
解
消

特
別
支
援
教
育

教
員
の
増
員
で

　
教
育
環
境
の
充
実
を

　
産
休
・
育
休
や
病
休
を

と
っ
て
い
る
教
員
の
代
わ

り
に
ク
ラ
ス
担
任
に
な
る

非
正
規
の
教
員
が
見
つ
か

ら
な
い
た
め
に
、
担
任
が

欠
員
に
な
る
ク
ラ
ス
が
あ

り
ま
す
。

　
あ
る
小
学
校
で
は
、
担

任
が
い
な
い
状
態
が
続
い

て
、
保
護
者
説
明
会
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
担
任
の

い
な
い
ク
ラ
ス
は
11
月
１

市に質問をする、きよた純子議員

12月議会
一般質問

日
現
在
で
、
小
学
校
５
、

中
学
校
２
で
す
。
教
頭
先

生
や
、
算
数
や
理
科
の
専

科
の
教
員
ま
で
が
、
ク
ラ

ス
に
入
り
、
手
分
け
し
て

授
業
す
る
と
い
う
異
常
な

事
態
で
す
。

　
教
員
確
保
は
府
の
責
任

で
あ
り
、
維
新
府
政
の
も

と
、
大
阪
は
正
規
教
員
が

少
な
い
な
ど
の
問
題
も
あ

り
ま
す
。

　
教
員
の
多
忙
解
消
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

教
員
は
授
業
が
終
わ
っ
て

も
、
会
議
や
打
ち
合
わ
せ

が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

会
議
な
ど
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
授
業
準
備
や
テ
ス
ト

の
丸
つ
け
な
ど
、
夜
９
時

ま
で
仕
事
が
終
わ
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
休
憩

の
時
間
は
と
れ
な
い
、
ト

イ
レ
に
行
く
暇
も
な
い
ほ

ど
多
忙
で
す
。
子
育
て
し

な
が
ら
働
い
て
い
る
人

は
、さ
ら
に
、過
酷
で
す
。

　
専
門
職
と
し
て
の
能
力

を
さ
ら
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
、
大
幅
な
教
員
の
増

員
を
国
と
府
に
要
求
す
る

こ
と
。
市
に
も
、
教
員
を

増
や
す
対
策
を
求
め
ま
し

た
。

　

高
槻
市
の
支
援
学
級

は
、
毎
年
、
百
人
以
上

増
え
て
い
ま
す
。
一
学
級

の
人
数
は
８
人
ま
で
で
す

が
、
今
年
度
は
２
０
１
３

年
度
と
比
べ
て
、
教
員
１

人
の
子
ど
も
の
受
け
持
ち

人
数
が
１
人
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
５
年
間
で
、
子

ど
も
の
人
数
は
７
割
も
増

え
、
教
員
は
４
割
弱
し
か

増
え
て
い
な
い
状
況
で

す
。
し
か
も
、
１
年
間
の

前
期
と
後
期
の
間
に
も
、

支
援
学
級
に
入
級
す
る

子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
後
期
に
な
っ

て
、
小
学
校
で
58
人
増

え
、
１
３
１
７
人
に
。
中

学
校
で
は
、
８
人
増
え
、

５
５
７
人
で
、
小
中
あ
わ

せ
て
１
８
８
２
人
で
す
。

し
か
し
、
後
期
に
入
級
し

た
場
合
、
子
ど
も
の
人
数

が
増
え
て
も
、
教
員
の
人

数
は
増
や
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
定
数
を
超
え

る
８
人
以
上
の
ク
ラ
ス
は

〜一部を掲載します〜

３
学
級
に
な
り
、
過
密
な

状
態
が
子
ど
も
や
教
員
へ

の
負
担
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
２
０
１
６

年
度
29
人
い
た
学
習
活
動

支
援
員
は
今
年
度
は
11
人

減
っ
て
18
人
で
す
。
支
援

学
級
の
子
ど
も
が
増
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

学
習
活
動
支
援
員
は
減
っ

て
い
ま
す
。
ま
し
て
、
後
期

に
な
っ
て
小
中
学
校
で
66

人
増
え
て
い
る
の
に
、
教
員

の
体
制
は
、
少
な
い
ま
ま

と
い
う
の
は
問
題
で
す
。

　
２
０
０
７
年
に
発
達
障

害
の
子
ど
も
を
特
別
支
援

教
育
の
対
象
に
加
え
、
新

た
な
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
教
室
や
施
設
の

整
備
、
教
員
の
配
置
な
ど

の
必
要
な
予
算
は
つ
け
ら

れ
ず
、
不
十
分
な
ま
ま
で

す
。
現
場
の
実
情
か
ら
も

設
置
基
準
、
人
員
基
準
の

改
善
が
必
要
で
す
。

　
私
は
支
援
学
級
の
基
準

改
善
、
特
に
一
学
級
の
定

数
を
６
人
以
下
に
す
る
よ

う
国
に
求
め
る
こ
と
、
市

の
学
習
活
動
支
援
員
の
増

員
な
ど
訴
え
ま
し
た
。

通
級
指
導
教
室

　
通
級
指
導
教
室
は
、
き

つ
音
や
情
緒
障
が
い
な
ど

に
よ
っ
て
指
導
が
必
要
な

子
ど
も
が
通
う
教
室
。
小

学
校
（
全
校
で
41
校
）
９

校
。
中
学
校
（
全
校
で
18

校
）
３
校
し
か
設
置
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
学
校
に
教
室
が

あ
る
子
は
授
業
中
に
指
導

を
受
け
れ
ま
す
。し
か
し
、

自
分
の
学
校
に
教
室
が
な

い
子
ど
も
は
授
業
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
教
室
が
あ

る
学
校
に
通
う
こ
と
に
な

る
た
め
、
指
導
は
放
課
後

に
な
り
ま
す
。
保
護
者
の

送
り
迎
え
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
、
自
分
の
学
校

に
教
室
が
あ
れ
ば
、
指
導

が
必
要
な
子
ど
も
が
通
え

る
条
件
が
増
え
ま
す
。
定

員
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な

い
子
ど
も
が
い
ま
す
。
全

て
の
学
校
に
通
級
指
導
教

室
を
つ
く
る
よ
う
、
市
が

国
や
府
に
求
め
る
よ
う
訴

え
ま
し
た
。
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高
槻
市
長
に
要
望
書
を
提
出
（
12
月
26
日
）

　
２
０
２
０
年
度
予
算
編
成
と
市
政
運
営
に
つ
い
て
、
14
項
目
の
重
点
要
望
と
と

も
に
、
１
０
８
項
目
の
要
望
を
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

◎
市
バ
ス
の
民
営
化
の
検
討
は
行
わ
な
い
こ
と
。

◎
70
才
か
ら
の
無
料
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
。

◎
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
は
行
わ
な
い
こ
と
。

◎
幼
稚
園
、
保
育
所
の
民
営
化
や
民
間
委
託
を
行
わ
な

い
こ
と
。

◎
希
望
者
が
入
れ
る
幼
稚
園
、
保
育
施
設
の
整
備
を
す

る
こ
と
。

◎
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を

見
直
し
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
。

国
に
対
し
て
要
望
す
る
こ

と◎
消
費
税
を
５
％
に
戻
す

こ
と
。

大
阪
府
に
対
し
て
要
望
す

る
こ
と

◎
カ
ジ
ノ
誘
致
を
や
め
る

こ
と
。

介
護
保
険
制
度
の
改
善
に

つ
い
て

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
待
機
者
の
状
況

を
常
に
把
握
を
し
、
入

所
希
望
者
へ
適
切
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

○
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
含
む
）、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
の
立
ち
入
り

調
査
を
し
、
結
果
を
公

表
す
る
こ
と
。

障
害
福
祉
に
つ
い
て

○
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
対
象
に
な
る

所
得
基
準
を
緩
和
す
る

こ
と
。

○
65
歳
以
上
の
障
害
者
が

引
き
続
き
同
じ
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

消
費
者
保
護
に
つ
い
て

○
高
齢
者
に
特
殊
詐
欺
へ

の
注
意
を
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
呼
び
か
け
、
被
害

の
防
止
に
つ
と
め
る
こ

と
。

自
然
や
み
ど
り
、
環
境
を

守
り
、
文
化
の
息
づ
く
ま

ち
に

○
地
産
地
消
を
さ
ら
に
す

す
め
、
特
産
品
の
育
成
、

産
直
運
動
・
朝
市
へ
の

援
助
を
拡
大
す
る
こ
と
。

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に

○
歩
道
の
な
い
通
学
路
、

住
宅
街
、
信
号
の
な
い

横
断
歩
道
で
の
車
の
ス

ピ
ー
ド
を
抑
え
る
工
夫

を
す
る
こ
と
。

○
公
衆
ト
イ
レ
の
悪
臭
の

予
防
・
解
消
と
早
急
に

城
跡
公
園
と
摂
津
峡
公

園
に
洋
式
簡
易
ト
イ
レ

を
設
置
す
る
こ
と
。

住
民
が
主
人
公
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に

○
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
や
大

規
模
宅
地
な
ど
の
開
発

行
為
に
対
し
て
、
市
が

業
者
と
住
民
間
の
ト
ラ

ブ
ル
の
調
停
に
入
る
こ

と
を
条
例
で
規
定
す
る

こ
と
。

○
投
票
所
の
段
差
を
な
く

す
工
夫
を
す
る
こ
と
。

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
た

め
に

○
英
語
教
育
は
「
英
語
嫌

い
」
の
生
徒
を
生
ま
な

い
よ
う
に
授
業
内
容
を

研
究
す
る
こ
と
。
ま
た
、

教
員
に
負
担
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

図
書
館
行
政
に
つ
い
て

○
図
書
購
入
費
や
資
料
購

入
費
の
た
め
の
予
算
増

額
を
図
る
こ
と
。

○
移
動
図
書
館
の
運
行
を

再
開
す
る
こ
と
。

商
工
業
の
振
興
の
た
め
に

○
公
共
事
業
は
元
請
け
責

任
を
明
確
に
し
、
二
次・

三
次
下
請
け
等
へ
の
代

金
未
払
い
が
な
い
よ
う

に
指
導
す
る
こ
と
。「
公

契
約
条
例
」
の
制
定
を

検
討
す
る
こ
と
。

く
ら
し
と
福
祉
充
実
の
た
め
に

※
◎
は
重
点
要
望


